
 

                                            

 

 
 

 市内ではインフルエンザが流行しており、学級閉鎖などの措置をとる小中学校がありました。今年の

インフルエンザは、感染の広がりが急な印象を受けます。引き続き、「咳エチケット」「手洗い」「換気」

等の感染予防策を徹底していきましょう。 ご家庭では、朝登校前に健康状態を確認し、発熱、咽頭痛、

咳等いつもと違う症状があれば、登校を控えて早めの受診をお勧めします。 

 

12/5（火）２年生「がん教育講演会」を行いました 
 国民の２人に１人がかかると言われる「がん」。中学校では、２年生の保健体育で学びます。 

 昨年に引き続き、がんサバイバーの方を講師にお招きして講演会を行いました。 

 

ご自身の体験を語る姿に、生徒たちは「診断されてか 

らは恐怖があったに違いない。辛いことがたくさんある 

中でもあきらめず、前向きに闘病した姿勢は素晴らしい。」 

と感銘を受けていました。 

 

 右の「医者にかかる 10箇条」には、患者が主人公に 

なって医療に参加するための心構えが書かれており、ま 

さに講師の先生が治療中に実践されたことです。 

 ④や⑩（治療方法＝保健室の手当て）は保健室の対応 

でも大切にしているものです。 

日常のコミュニケーションに活かせるものがあると思 

います。 

                                                  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

令和５年 12月１5日 

小千谷市立東小千谷中学校 

保 健 室 
保健だより No.11 

医者にかかる 10箇条 
あなたが“いのちの主人公 ・からだの責任者” 

① 伝えたいことはメモして準備 

② 対話の始まりはあいさつから 

③ よりよい関係づくりはあなたにも責任が 

④ 自覚症状と病歴はあなたの伝える大切 

な情報 

⑤ これからの見通しを聴きましょう 

⑥ その後の変化も伝える努力を 

⑦ 大事なことはメモをとって確認 

⑧ 納得できないときは何度でも質問を 

⑨ 医療にも不確実なことや限界がある 

⑩ 治療方法を決めるのはあなたです 
＊認定 NPO法人ささえあい医療人権センターＣＯＭＬ 

（コムル）公式ホームページもご覧ください。 

定期検診をすることで、早期発見できたり食

生活や生活習慣を見直したりすることもできる

ので、大人になったら毎年受けたいと思います。 

先生の講話を聴いて、「がん」や「闘病生活」

は辛いこともあるけれど、その中でも人との関

わりや温かさを知ることができるし、今ある幸

せに感謝できるということを知り、「がん」のイ

メージを少し変えることができました。 

 先生はがんになったけれど前向きに考えて、面白

いエピソードを交えたり面白いクイズをしたりし

てみんなに楽しくお話ししてくれるなんて、とて

も素敵だなと尊敬しました。 
講師の先生より 

「いろいろなことを感じて感想を書いてくれて、と

てもうれしかったです。今後の励みになりました。」

とメッセージをいただきました。 

 私は普段から何事もネガティブにとらえてしま

います。がんになったらきっと今よりネガティブ

になってしまい、死に対する恐怖が出てきてしま

うと思います。でも、最後に先生が言っていたよう

に、「普段からポジティブにすごす」を意識して生

きていきたいです。 



 

「SOSの出し方」を学ぼう 
 11月 27日（月）に、新潟県ゲートキーパー協会から講師をお招きして、各学年で「SOSの出し方に関

する授業」を実施しました。 

自分または友達の「心の元気がなくなったとき」にどう対処したらよいのか、グループワークを交え

ながら和やかな雰囲気の中で学ぶことができました。 

 

 

  

心の元気がなくなってしまった時は… 

〇 自分の気持ちを言葉で表現してみよう 

〇 抱え込まずに相談しよう 

〇 友達の相談を上手に受けて、大人に知らせよう 

 

 

                       困った時、相談してよいのかな？ 

聴くって難しいじゃない？ 

 

相談されたら… 味方になりきろう 

＜味方になりきるコミュニケーション＞ 

 

その１ OK メッセージ： 名前とあいさつをセットで伝えよう 「〇〇さん、おはよう」 

                    いいとこ探しも！                「〇〇さん、すごいね」 

その２ アイ・メッセージ： 元気がないように見えるけど…なにかあったの？ 

私でよければ話をしようよ 【提案型のメッセージ】 

その３ ハート・メッセージ： とてもつらかったんだね【共感】 

                      話してくれてありがとう【感謝】 

                      あなたは大事な友達 また学校で会おうね【約束】 

病気では 

ないけれど 

誰にでも 

起こること 

頑張っているのにでき

ない…気分はもやもや 

 

気持ちや表現のし方は 

人によってさまざま 

 

「がんばって」は相手にとって苦しい言葉か

もしれないので、「がんばって」ではなく、「一

緒にがんばろう」などの言葉をかけたい。 

アイ・メッセージを使うと、相

手も自分も心が温かくなる。 

自分は少しのことで悩んでしまうことが多

くあるから、自分が信頼できる人、安心でき

る人に相談しようと思った。 

言葉に出すことはとても大事なことだと気

づいた。友達の変化に気づいて、頼れる存在

になりたいと思った。 


